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Tabb 3 メチシリン耐性ブドウ球菌株に対する各抗菌薬の最少発育阻止濃度 (MIC)分布、MICか MIC∞および耐性菌の株数
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山口市における大猫からの 2011年臨床分離菌の薬剤感受性

Tabb 4 腸球菌株に対する各抗菌薬の最少発育阻止濃度 (MIC)分布、MIC50ヽ MIC90お よび耐性菌の株数
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人医学では抗菌薬の感受性調査が数多 く実施 され ,

その調査結果は,感染症治療における適切な抗菌薬を

選択するための重要な情報 として医療機関で広 く活用

されている[12,13]。

当院における 2002年 か ら 2010年 の間に分離 され

た SIG中 の MRSIGの 占める割合は 48%(161株 中 78

株),CNS中 の MRCNSの 占める割合は 37%(67株中

25株)お よび SA中 の MRSAの 占める割合は 17%(18
株中 3株 )であった [16]。 2011年 分離菌では,SIG中
の MRSIGの 占め る割合 は 20%(85株中 17株 ),CNS
中の MRCNSの 占める割合 は 10%(29株 中 3株)お よ

び SA中 の MRSAの 占め る割合 は 33%(12株中 4株 )

であ った。 また,2011年 分離菌 において,MRブ ドウ

球菌 は人の抗 MRSA薬 であ る ABK,LZD,VCMお よ

び TEICにすべて感受性で,さ らに MRSIGは MINOに
,

MRCNSは CLDMと STに ,MRSAは CPと STに 感受

性 であった。 これ らの薬剤感受性結果 は我 々の過去の

報告 [16]と 類似 していた。一方,SIGに おける耐性菌

株 は PCGが 77%, EMが 46%, LVFXと STが 42%,

GMが 38%お よび CLDMが 36%であ り,SIG感染症に

おいて これ ら抗菌薬が無効 な症例が増 えている と考 え

られた。

近年,腸球菌 は多剤耐性化が進 んで きてお り,と く

に E.ヵθ働
"は

E.力θεα′およ り多剤耐性であるため,治

EM:エ リスロマ イシン MINO:ミ ノサ イク リン CP:ク ロラム フェニ コール LZD:リ ネブ リ ド
LVFX:レ ボ フロキサ シ ン

療が困難な耐性菌である [18]。 本研究においても,腸
球菌 は耐性菌が多 く,特 に E.ヵθε′ν

“
は PcG,IPM,

EMお よび LVFXに すべ ての株が耐性 であ り,多剤

耐 性 で あ った。 一 方,人 の抗 MRSA薬 で あ る LZD,

VCMお よび TEICに はすべ ての腸 球 菌株 が感受性 で

あった。

大猫において も,ESBL産 生 二 εο′Jの分離が報告 さ

れるようになってきている[6,7]。 本研究において,分
離 された二 θο′jの うち,ESBL産生株の占める割合は

24%(42株中 10株 )で あった。ESBL産生二εο′Jは セフア

マイシン系やカルバペネム系 を除き,ほ とんどのβ―

ラクタム系薬に耐性を示す点で問題 とな り[17],本研

究で分離 された ESBL産生 E cο′Jも 同様な薬剤感受性

結果を示 した。一方,ESBLは 通常,ク ラブラン酸など

のβ―ラクタマーゼ阻害剤により活性が阻害されるが ,

本研究において C/AMPに耐性の ESBL産生 E.εο′Jが 6

株分離された。クラス Cに属するセファロスポリナー

ゼ (AmpC)型 β―ラクタマーゼは C/AMPと セファマ

イシン系に耐性であ り,近年,プ ラス ミド性の AmpC
型β―ラクタマーゼとESBL同 時産生菌が増加 しつつあ

ると報告 されている [17]。 したがって, これらc/AMP
耐性株はこのような複数酵素同時産生菌の可能性 も考

えられた。また,近年,E.θο′Jの フルオロキノロン系
への耐性化傾向が指摘 されて きている [19]。 さらに,

医学領域ではフルオロキノロン耐性は ESBL産生 と同

時にみ られることが多 く,ESBL産 生 二 εο′プのフルオ

ロキノロン耐性率は約 80%と 報告されている[20]。 本
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Table 5 Escttθ″J6カ″
`ο
′′とPr確露″J″ b′Jis株 に対する各抗菌薬の最少発育阻止濃度 (MIC)分布、MIC50b MIC∞および耐性菌の株数
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*ABPC:ア ンピシリン PIPC:ピ ペラシリン C/AMP:ク ラブラン酸・アモキシシリン CEZ:セ フアゾリン CTM:セ フォチアム CAZ:セ フタジジム

CTRX:セ フ トリアキソン CFPM:セ フェピム AZT:ア ズ トレオナム CMZセ フメタゾール LMOX:ラ タモキセフ MEPM:メ ロペネム

MINO:ミ ノサイクリン GM:ゲ ンタマイシン AMK:ア ミカシン LVFX:レ ボフロキサシン FOM:ホスホマイシン
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山口市における大猫からの 2011年 臨床分離菌の薬剤感受性

Table 6 であsたJJa′
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*ABPC:ア ンピシリン PIPC:ピ ペラシリン C/AMP:ク ラブラン酸・アモキシシリン CEZ:セ フアゾリン CTM:セ フォチアム cAZ:セ フタジジム
CTRX:セ フ トリアキソン CFPM:セ フェピム AZT:アズ トレオナム CMZ:セ フメタゾール LMOX:ラ タモキセフ MEPM:メ ロペネム
MINO:ミ ノサイクリン GM:ゲンタマイシン AMK:ア ミカシン LVFX:レボフロキサシン FOM:ホスホマイシン

ST:ス ルファメ トキサゾール・ トリメ トプリム T/PIPC:タ ゾバ クタム・ピペラシリン S/CPZ:セ フォペラゾン・スルバ クタム IPM:イ ミペネム
CPFX:シ プロフロキサシン
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研究 において も,E.σθ′Jは LVFXに対 して 24%(42株
中 10株 )が耐性 を示 し,と くに ESBL産生 E.εο′Jは

80%(10株 中 8株)が耐性 を示 した。

当院における 2002年 か ら2010年 の間に分離 されたP

“
′″わJ′お 19株 において,4系 統以上 の抗菌薬 に耐性 を

示 した多剤耐性 ′
“

J″ bJ′おが 1株み られた [15]。 2011

年 に分離 された P雨
“

bJ′おは MINOに 100%,FOMに
35%が耐性であったが,多剤耐性 P“ J“わJ′おは分離さ

れなかった。

K′″θν″ο′Jαθは通常多 くの抗菌薬に感受性である

が,人ではESBL産生菌などの多剤耐性菌の増加が間

題になってきている[21]。 本研究において,ESBL産
生 K′ηθν″ο4Jαθが1株分離され,κ ′4θν″οガαθのうち,

ESBL産生株の占める割合は 17%(6株中 1株)であっ

た。ESBL産生 E.θο′プの 90%の株 は FOMに 感受性 であ っ

たが ,κ ′ηθ笏
“
ο″Jαθのすべ ての株 は FOMに 耐性 であ り,

ESBL産生 κ ′″θν
“
ο′Jαθは ESBL産生 E.cο′Jよ りもさ

らに治療 が 困難 にな りうる と考 え られた。

P αθ′慇 Jηοsα は元来薬剤感受性が低い菌種 として知

られているが,ア ミノグリコシ ド系 とフルオロキノロ

ン系に感受性であることが多い [9,15]。 近年,フ ルオ

ロキノロン耐性 P αθ″昭ブ′οsα の増加が報告 されてお り

[9,10],2002年 から2010年の間に当院で分離された P
α銘暉′′θSα もオフロキサシンに対 して 26%の株が耐性

であった [15]。 本研究において,CPFXと LVFX耐性

株は 1株 (6%)の みであったが,今後,フ ルオロキノ

ロン系への耐性化の動向には注意が必要であると考え

る。

今回,一診療施設での大猫からの臨床分離菌の各種

抗菌薬に対する感受性を報告 した。人医療においては
,

全国的な臨床分離菌の分離頻度,薬剤感受性サーベイ

ランスが定期的に報告されている (薬剤感受性サーベ

イランス研究会 :http:〃www.mic¨ suⅣeillance.com/)。 小

動物臨床においても,耐性菌の発生 。蔓延を防 ぐため

に各動物病院における耐性菌の出現動向と薬剤感受性

に関する情報を広 く収集して解析するシステムを早期

に確立する必要があると考える。
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